
目　　次

巻　頭　言   針間　克己 　　  75

GID学会第20回研究大会　優秀演題賞受賞論文
　　 性同一性障害を有する患者の初診時の社会人口統計学的，臨床的特徴と
　　生活の質：日本の性同一性障害専門外来での調査から   江口のぞみ 　　  81
　　 ゲイ向けGPS機能付き出会い系アプリを利用するトランスジェンダー
　　の性の健康に関する調査   大槻　知子 　　  91

総　　説
　　トランスジェンダーと人権−特例法と医療のあり方を問う   谷口　洋幸 　　  97

原　　著
　　＜わたし＞のアイデンティティと，他者から＜わたし＞へのアイデンティ
　　ファイ―twitterプロフィール・データにおけるジェンダー規範から
　　非典型な性の人々―   柳　　淳也 　　 107
　　性同一性障害当事者における「特別養子縁組」や「生殖医療」により
　　子どもを持つことへの意識   樫野　千明 　　 115
　　ジェンダークリニックを受診する性同一性障害当事者における戸籍上
　　の性別変更のための手術要件への意識   瀬尾　奏衣 　　 129
　　養護教諭における性の多様性の意識についての一考察
　　―知識の差異による比較を中心に―   石川　拓次 　　 145
　　高校生，大学生におけるLGBTに関する知識と意識   周　　　宇 　　 157

臨　　床
　　FtM当事者に対するテストステロンデポ製剤を用いたホルモン療法が
　　性的活動性に及ぼす影響について―当事者聞き取り調査の初期報告―   市原　浩司 　　 169
　　在宅自己注射によるホルモン療法の通院負担軽減の取り組み   種部　恭子 　　 175
　　MTF性同一性障害者に対する性別適合手術における尿閉発生の危険因
　　子の検討   大島　直也 　　 181
　　性同一性障害（FTM）におけるSRS後の内分泌環境と骨代謝および骨
　　密度に関する検討   北島百合子 　　 187
　　北陸地方における病診・診診連携GID判定委員会の取り組み   種部　恭子 　　 193

研究報告
　　トランスジェンダーの看護学生にみられた看護師になるまでの経験   藤井ひろみ 　　 197

GID（性同一性障害）学会第20回研究大会・総会　プログラム・抄録集   205

会長講演
　　性別を越える、性別を超える。二元論からの飛翔。   針間　克己 　　 216

− 76 −



特別講演
　　GID学会20年の歩みをふりかえる
　　―医療者でもなく、当事者でもなく―   三橋　順子 　　 219

特別報告：「性同一性障害の保険適用」
　　１．性別適合手術の保険適用について―国会議論から   谷合　正明 　　 222
　　２．性同一性障害診療における保険適用の動向   中塚　幹也 　　 224

シンポジウム１：「ICD11における『gender incongruence』への変更の背景と影響」
　　１．ICD-11 Beta DraftにおけるGender incongruence
　　　　―その位置づけと意義に関する考察―   松永　千秋 　　 225
　　２．トランスジェンダーと脱精神病理化   畑野とまと 　　 226
　　３．GID（性同一性障害）学会の今後   中塚　幹也 　　 227

シンポジウム２：「性同一性障害特例法の課題」
　　１．法的な性別決定基準の「建前」の見直しの提言
　　　　――46XX，副腎皮質過形成症の性別訂正の事例から――   大島　義孝 　　 228
　　２．特例法施行後の受療行動について   織田　裕行 　　 231
　　３．トランスジェンダーの人権と特例法：国際人権法の視点から   谷口　洋幸 　　 234
　　４．法令上の性別変更１のためのいわゆる手術要件２についての各国の状況   本多　広高 　　 235
　　５．特例法の手術要件と性別適合手術の希望に関する調査結果から   中塚　幹也 　　 237

一般演題１：「トランスジェンダーへの社会的支援」
　　１．トランスジェンダーの職場環境とトイレ利用に関する意識と実態   岩本　健良 　　 238
　　２．トイレはどうあるべきか「LGBTトイレ」や，「トランスジェン
　　　　ダーのため」「性同一性障害者に配慮して」のトイレではなく   ひびのまこと 　　 239
　　３．女装者コミュニティを受容する場とその形成
　　　　――関西のある映画館に着目して――   石井由香理 　　 243
　　４．GIDにおけるパス度向上トレーニング   武田　由美 　　 245
　　５．「多様な性を生きる人のための防災ガイドブック」から視る防災
　　　　への取り組みと課題   内田　有美 　　 247
　　６．イスラームのフレームワークから性同一性障害を振り返る   伊東　　聰 　　 249

一般演題２：「性同一性障害への取り組みと研究」
　　１．中部地方の総合病院に勤務する看護職が持つ性の多様性に関する認識   井關　敦子 　　 252
　　２．性同一性障害を有する患者の初診時の臨床的，社会人口統計学的特
　　　　徴と生活の質：日本の性同一性障害専門外来での調査から   江口のぞみ 　　 254
　　３．沖縄県におけるGID診療の経験（1997～2017年）を振り返って今後
　　　　の課題を考える   山本　和儀 　　 256
　　４．名古屋大学における性同一性障害診療の現状   松尾かずな 　　 258
　　５．北陸地方における病診・診診連携GID判定委員会の取り組み   種部　恭子 　　 259
　　６．性同一性障害当事者DNAをもちいた全エクソーム解析   仲地　　豊 　　 260

− 77 −



一般演題３：「発達とジェンダーアイデンティティ」
　　１．Xジェンダーのアイデンティティ獲得に至るプロセスの一考察   木村　　麗 　　 262
　　２．ライフスタイルおよび性別の自認によるFemale-to-Male/Xのジェン
　　　　ダー・アイデンティティ，自尊感情，QOL，攻撃性，気分の比較   正岡　美麻 　　 271
　　３．性別の違和感を訴えたASD特性を有する中学生の一例   吉川　真衣 　　 272
　　４．性別違和感を有する発達障害へのGender Affirmative Care   森井　智美 　　 275
　　５．クラインフェルター症候群に見る性別違和とホルモン治療の選択肢   坂口　菊恵 　　 277
　　６．＜わたし＞のアイデンティティと他者から＜わたし＞へのアイデン
　　　　ティファイ―twitterプロフィール・データを用いた，ジェンダー
　　　　規範から非典型な性の人々に関する分析―   柳　　淳也 　　 280

ポスター展示
　　１．FTMの陰茎形成において外尿道口形態が尿線に与える影響　
　　　　一生涯安心の排尿を保障する   渡辺　匡人 　　 281
　　２．自閉症スペクトラム障害と性別違和の併存に関する海外研究の現状   庄司　悠花 　　 283
　　３．輪になってつながる「多様な性と生を考える学習活動三丁目」の取
　　　　り組み   平上久美子 　　 285
　　４．日本手話のLGBT表現に見られる非対称性   川端　伸哉 　　 286

シンポジウム３：「Xジェンダーって何?」
　　１．Xジェンダーの現状   藤原　和希 　　 288
　　２．性的指向・性自認に関する相談現場から～Xジェンダーという呼称
　　　　と自己受容について   原　ミナ汰 　　 292
　　３．Xジェンダーに辿り着く
　　　　―インターネット時代におけるアイデンティティ構築―   ソニヤ・デール 　　 293
　　４．評価尺度から見たXジェンダー   佐々木掌子 　　 295
　　５．精神科からみたXジェンダー   池田　官司 　　 296

シンポジウム４：「トランスジェンダーへの心理的支援」
　　１．ガイドラインの対象と今後の課題   松本　洋輔 　　 297
　　２．トランスジェンダーへの精神科医による心理的支援   康　　　純 　　 300
　　３．認知行動療法による支援   石丸径一郎 　　 302
　　４．トランスジェンダーによる支援の明と暗   遠藤まめた 　　 303

教育講演１
　　2020年東京五輪の選手の性別はいかに決定されるか   難波　　聡 　　 306

教育講演２
　　子宮移植の現状と今後の可能性   菅沼　信彦 　　 307

シンポジウム５：「私たちのつくる明日」
　　１．僕とパレードと東京2020   杉山　文野 　　 308
　　２．入間市議になって   細田　智也 　　 309
　　３．想像しよう，私たちの10年後の未来   藥師　実芳 　　 311

− 78 −



一般演題４：「ホルモンとホルモン療法」
　　１．FtM当事者に対するテストステロンデポ製剤を用いたホルモン療法
　　　　の影響   桐澤　崇宏 　　 312
　　２．FtM当事者に対するテストステロンデポ製剤を用いたホルモン療法
　　　　が性的活動に及ぼす影響について―当事者聞き取り調査の初期報告―   市原　浩司 　　 315
　　３．在宅自己注射によるホルモン療法の通院負担軽減の取り組み   種部　恭子 　　 316
　　４．GID外来20年間の推移について   橿原　知子 　　 317
　　５．ホルモン療法中に自然妊娠し，女児を出産したFemale to Maleの一例   吉田あつ子 　　 319
　　６．当科における性同一性障害（FTM）当事者の性別適合手術後の骨密
　　　　度に関する検討   北島百合子 　　 321

一般演題５：「SRSの現状と課題」
　　１．FtMに対する腹腔鏡下SRSの利点と問題点に対する検討   卜部　　諭 　　 322
　　２．GIDに対する陰茎形成術式の選択   渡辺　敏之 　　 323
　　３．GID・MTFに対する造膣術式の選択   難波祐三郎 　　 325
　　４．当科におけるMTFSRSについて−手術成績と術式の変遷と工夫−   苅部　　淳 　　 326
　　５．MTF性同一性障害者に対する性別適合手術における尿閉発生の危
　　　　険因子の検討   大島　直也 　　 327

一般演題６：「生殖倫理とヘルスケア」
　　１．性同一性障害当事者における「特別養子縁組」や「生殖医療」に
　　　　より子どもを持つことへの意識   樫野　千明 　　 328
　　２．性別違和者の子宮移植ドナーとしての意識調査   星　香菜子 　　 329
　　３．性同一性障害当事者における戸籍上の性別変更のための手術要件
　　　　への意識   瀬尾　奏衣 　　 330
　　４．性別適合手術と美容整形の間   佐倉　智美 　　 331
　　５．ゲイ向けGPS機能付き出会い系アプリを利用するトランスジェンダー
　　　　等の性の健康に関する調査   大槻　知子 　　 333
　　６．膣内腫瘍疑いで見つかったＭＴＦ女性の重症尖圭コンジローマの一例   関口　由紀 　　 334

シンポジウム６：「性別違和のある子どもたちの居場所づくり」
　　１．トランスジェンダー生徒交流会からの発信   土肥いつき 　　 336
　　２．福岡でのLGBTQユースの居場所づくり   石㟢　杏理 　　 340
　　３．親子交流会からサークル・カメレオンへ−子どもたちの居場所づく
　　　　りを振り返る−   真木　柾鷹 　　 341
　　４．都内のふらっと寄れる場所を目指して   遠藤まめた 　　 344
　　シンポジウムまとめ：性別違和のある子どもたちの居場所づくり   土肥いつき 　　 346

一般演題７：「看護と教育」
　　１．性別越境する看護学生にとっての「看護師になる」経験   藤井ひろみ 　　 350
　　２．高校生，大学生におけるLGBTに関する知識と意識   周　　　宇 　　 351
　　３．性同一性障害の教員が感じた学校教育現場における一年目の葛藤   三宅　元子 　　 352
　　４．養護教諭における性の多様性の意識についての一考察
　　　　―知識の差異による比較を中心に―   石川　拓次 　　 355

− 79 −



ポスター展示（第20回研究大会第１日目と同内容）
　　１．FTMの陰茎形成において外尿道口形態が尿線に与える影響
　　　　一生涯安心の排尿を保障する   渡辺　匡人 　　 281
　　２．自閉症スペクトラム障害と性別違和の併存に関する海外研究の現状   庄司　悠花 　　 283
　　３．輪になってつながる「多様な性と生を考える学習活動三丁目」の取
　　　　り組み   平上久美子 　　 285
　　４．日本手話のLGBT表現に見られる非対称性   川端　伸哉 　　 286

関連研究会報告
　　第９回GID手術手技研究会   356

資　　料
　　性同一性障害者の性別の取扱いの特例に関する法律   357
　　性同一性障害に係る児童生徒に対するきめ細かな対応の実施等について   359

会　　則   363

学会役員   365

過去の研究大会   366

認定医・認定施設   367

エキスパート研修会   368

投稿規定   369

入会申込書   373

会員登録内容変更届   374

編集後記   375

広　　告   376

− 80 −


